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インテリアを目指す学生に対する教育効果の定量的確認の研究
－ 平成 15年度から 19年度までの結果及び分析 －
新　井　竜　治
Ryuji ARAI
A Case Study of Educational Effect 
upon Kyoei Junior College Interior Design Course Students:























































本学住居学科においては、平成 15年度から 19年度までの 5年間に、在学中に二次試験
まで突破して学生インテリアコーディネーターになった者が 5名誕生した。また一次試
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ジングエージェンシー , 2003～ 2007）を用いた。過去問題については 3回取り組むこと
が理想だが、少なくとも 2回は取り組む課題を用意した。そして夏期休業中に取り組ん
だ予想問題集は、同研究会編の『1次試験予想問題徹底研究』平成 18～ 19年度版（ハウ
ジングエージェンシー , 2006～ 2007）であった。また直前講座では、同研究会編の『直




















グエージェンシー , 2003～ 2007）を使用した。また予想問題集には、同研究会編の『2
表４　インテリアコーディネーター資格二次試験対策
































































































試　験　後 － － 問題解説会 問題解説会 問題解説会






次試験製図予想問題徹底研究』平成 15～ 19年度版（ハウジングエージェンシー , 2003
～ 2007）を用いた。正規の演習科目と、その時間延長をしての補講においては、過去問



















































































































平成 15年度 第 21回 15,770 4,125 26.2 2,676 330 12.3 17.0 8.0 1,183 130 11.0 110 3 2.7 22 2 5 2 9.1 67 1,320 191 14.5 63 4 6.3
平成 16年度 第 22回 15,755 4,183 26.6 3,122 350 11.2 19.8 8.4 1,451 170 11.7 123 4 3.3 24 0 5 0 0.0 0 1,477 173 11.7 71 2 2.8
平成 17年度 第 23回 15,628 4,067 26.0 3,269 435 13.3 20.9 10.7 1,642 211 12.9 171 8 4.7 42 4 3 5 9.5 50 1,376 208 15.1 80 6 7.5
平成 18年度 第 24回 14,318 3,855 26.9 2,834 379 13.4 19.8 9.8 1,486 211 14.2 105 10 9.5 20 2 2 3 10 20 1,173 151 12.9 70 5 7.1
平成 19年度 第 25回 13,587 3,605 26.5 2,401 337 14.0 17.7 9.3 1,237 175 14.1 91 5 5.5 24 0 4 0 0.0 0 1,033 156 15.1 40 1 2.5





















































































平成 15年度 第 21回 5,679 2,031 3,203 56.4 335 164 49.0 5.9 5.1 121 52 43.0 3 2 66.7 1 1 100 50 207 108 52.2 4 2 50.0
平成 16年度 第 22回 5,845 2,123 3,376 57.8 379 223 58.8 6.5 6.6 175 88 50.3 4 3 75.0 0 0 0 0 197 130 66.0 3 2 66.7
平成 17年度 第 23回 5,631 2,016 3,169 56.3 449 246 54.8 8.0 7.8 220 110 50.0 8 5 62.5 3 1 33.3 20 215 127 59.1 6 4 66.7
平成 18年度 第 24回 5,489 2,073 3,108 56.6 420 247 58.8 7.7 7.9 240 132 55.0 13 9 69.2 3 2 66.7 22 161 101 62.7 6 5 83.3
平成 19年度 第 25回 5,255 2,000 2,995 57.0 367 205 55.9 7.0 6.8 198 104 52.5 6 2 33.3 1 1 100 50 162 98 60.5 1 1 100.0



















































平成 15年度 第 21回 15,831 3,203 20.2 164
平成 16年度 第 22回 16,068 3,376 21.0 223
平成 17年度 第 23回 15,342 3,169 20.7 246
平成 18年度 第 24回 14,213 3,108 21.9 247
平成 19年度 第 25回 13,751 2,995 21.8 205














































を実施してきた。そして 1年次後期には外部の専門家を招いて 4～ 6回程度、A・F・T
テキストに準拠した 3級対策特別講座を開講した。同様に 2年次前期にも外部講師によ
る 4～ 6回程度の 2級対策特別講座を開講した。3級と 2級は夏と秋の 2回の受験機会
があるので、不合格者については各自自習の上、次の機会に再チャレンジを奨励してきた。
3）色彩検定試験の結果と評価
　図 5 a～ cは、色彩検定 3級と 2級の受験者と合格者の推移、及び 3級と 2級の合格率
の推移を示している。まず 3級の受験者数は年度によって大きく変化していることが判
るが、3級の合格率は 70～ 50％と高めで推移している。次に 2級の受験者数も年度によっ






























































































　① 明確なモチベーション   ④ 一人一人に向かい合う指導姿勢
　② 基礎学力の向上と基礎教養の充実 ⑤ 受講生の意欲の増進
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